
令和６年３月２１日 
保護者の皆様 

新潟県立東新潟特別支援学校 
校長 北島 豊 

令和５年度 学校評価アンケートのまとめ 

早春の候、保護者の皆様にはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 
  さて、保護者の皆様からご協力いただきました学校評価アンケートの結果がまとまりましたのでお知らせい
たします。多くの皆様からの貴重なご意見を参考に、来年度の学校運営に生かしていきたいと思います。 
今年度の教育活動と各取組にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございました。 

 

【学習指導】 

①「個別の指導計画」の目標を達成し、お子様のもっている力が高まったと感じますか。 

 

 

②授業では、お子様の実態に合わせて学習内容や指導の方法が工夫されていると感じますか。 

 

 

 

 
 

 

③学校行事は、ねらいに即してお子様の成長を促すように取り組まれていると感じますか。 

 

 

 

 
 

＜学校より＞昨年度よりも高い評価をいただきました。学校では、児童生徒一人一人の実態に合わせ、
担当する職員間で検討し「個別の指導計画」を作成しています。今後も、複数の職員の目で見ながら指
導にあたり、児童生徒がもっている力を高めていきたいと思います。 
 

 
＜学校より＞非常に高い評価をいただきました。今年度も ICT を含めた様々な教材の開発・活用を行い、
指導方法の工夫に取り組んできました。今後も、ICT 教材やその他の教材を児童生徒の実態に合わせて
活用しながら、工夫した指導を進めていきます。 
 

 
＜学校より＞今年度も、感染防止対策を講じながらの行事実施となりました。来年度は、状況を見なが
らの実施とはなりますが、現在よりも少し対策を緩和しながら行事を行う予定です。ポプラ祭では、小
学部・高等部もグループ別開催をせず、学部単位で実施する予定です。２学期以降は、始業式や終業式
などの儀式的行事を可能な限り全校での実施に戻したいと考えています。実施時期の状況により判断さ
せていただきますので、ご理解ご協力をお願いいたします。 
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【豊かな心の育成】 

④様々な活動をとおして、友達と共に過ごしたり助け合ったりして、温かい人間関係づくりや豊かな心
の育成が進められていると感じますか。 

 

 

【健康な体づくり】 

⑤体育や自立活動では、いろいろな運動やスポーツに親しみ、楽しんで運動に関する学習に取り組んで
いると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

⑥お子様の実態に合わせて健康管理や健康の保持・増進等の取組をとおして健康な体づくりが進められ
ていると感じますか。 

 

 

 

【教育を支える運営の取組】 

⑦今年度当校が取り組んできた様々な感染防止対策は、お子様の健康安全を守るという観点から、適切
だったと思いますか。 
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＜学校より＞昨年度より高い評価をいただきました。今年度も集団での活動に制限があり、人間関係づ
くりの面では難しい状況が続きましたが、学級やグループでの絆は年々強くなっているように感じます。
今後は、他学部の児童生徒と一緒に楽しむイベントを企画するなど、縦のつながりも意識できるような
人間関係づくりを進めていきます。 

＜学校より＞活動を工夫してできる限り運動量を確保しました。また、中学部では講師を招いてのダン
ス集会を開催したり、高等部ではダンス発表会に向けて、ダンスを精一杯練習したりしました。校外で
行われているスポーツ大会への参加も積極的に行いました。来年度も児童生徒が運動やスポーツに親し
めるよう取り組んでいきます。 

＜学校より＞今年度も感染防止対策として丁寧な健康観察や情報交換を行ってきました。また、健康な
体づくりという視点で、実態に合わせた感染対策は行いつつ、自立活動等で日常的に体を動かす機会を
設けました。今後も、児童生徒の実態に合わせた健康の保持・増進への取組を進めたいと思います。 

＜学校より＞基礎疾患のある児童生徒や医療的ケア等の重症化リスクが高い児童生徒が在籍する当校で
は、安全のため、できる限りの感染対策を継続してきました。今後の対応につきましては、当校児童生
徒の実態に合わせた適切な対応となるよう努めたいと思います。ご理解ご協力をお願いいたします。 
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⑨共に生活する仲間を大切にし、互いを思いやる仲間づくりや、いじめを生まない人間関係づくりが
進められていると感じますか。 

 

 

 

 

 

⑩芸術作品の展示や花や植物とのふれあい等を通して、潤いのある環境づくりが進められていると感
じますか。 

 

 

 

⑪お便り等で授業の様子や学校の情報を提供し、保護者との連携に取り組んでいると感じますか。 

 

 

 

 
 

 

 

⑧お子様に合わせて、ICT機器を授業や活動の中で活用していると感じますか。 
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＜学校より＞今年度も、積極的に ICT 機器を使った学習を進めてきました。今後も、授業や活動の中で
児童生徒の実態に合った ICT 機器を活用していきます。ご家庭でも活用できるアプリや動画の紹介等も
継続していきたいと考えています。 

＜学校より＞当校では、学校カウンセラーも参加する「いじめ対策委員会」を月に１回開き、組織的な
対応を行っています。今後も児童生徒のちょっとした変化に気づき、すぐに対応することができるよう
に努めるとともに、学校全体で児童生徒を守る体制を進めていきます。 
 

＜学校より＞玄関前花壇等の整備は、年間を通して行いました。また、PTA の方々から華やかにクリス
マスの装飾をしていただくなど、みなさんのご協力によって潤いある環境が整えられました。今後も、
環境から情操を育てる教育を進めていきます。 

＜学校より＞高い評価をいただきました。今年度も、ぽぷらだより・学級便り等を定期的に発行してき
ました。校内の様子ができるだけ保護者の皆様に伝わるように、今後も丁寧に情報を発信していきたい
と思います。 
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⑫お子様を支援するために、医療、福祉、労働等の関係機関と情報を共有したり連携したりする取組
が進められていると感じますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の皆様からの主なご意見】 

【成果や効果があり、今後も継続してほしいこと】 
・本人の状態に合わせて体を動かしたり、様々な活動に参加させてもらったりして、とても良い刺激 
 になったと思います。 
・五感に訴える授業内容で、娘もとても楽しんでいるようです。いつも工夫してくださり、ありがと
うございます。しんよう祭の制作物のアイデアや展示の仕方など、すばらしく、一般公開してはど
うかと思うほどです。 

・プロのダンスを見たり、演奏を聴いたりする機会をつくってくださってありがとうございます。と
ても良い刺激になりますし、心が豊かになると思います。 

・各行事の事前学習のおかげで、子供が新たなことに取り組む心構えができて助かっています。 
・放課後等デイサービスの情報を教えてくださり、連絡もとってくださり、助かっています。 
・寄宿舎で、話し合って決めたイベントをすることが、とても楽しかったようで続けてほしいです。 
 
【改善が必要と思われること】 
・遅刻、早退などの際、教室まで送り迎えができると、より学校学級の様子がわかりやすいと思う。 
・感染防止対策は、昨年度は少しやりすぎではと思うところもありました。今年も気を配っていただ
いていて、疾病をお持ちのお子さんもいるので、仕方がない部分もあるのかなと思います。 

・授業でもっと勉強してもらいたい。 
・ICTの活用は、どのように活用しているのかが見えにくい。 
・ICTをもっと活用してもらえるとありがたい。 
・行事を以前のように戻してほしい。活気ある行事を体験させてください。 
・高等部の先生方の中にマスク等感染対策が不十分な方が散見され、子供たちはマスクをしているの
にと思います。 

→いただいたご意見をもとに、今後の計画や対応の改善に努めます。ありがとうございました。 

 

 
 
 
 
 

 

○ITサポートセンターの山口先生と連携しながら、ICTの活用について実践を積んでいると話を
聞いている。ぜひ、新潟のモデル校として、県をリードしてもらいたい。 

○「教育支援計画を事業所に渡して情報共有をしましょう」といった趣旨のお便りを出してもら
ってありがたかった。※事業所として保護者にお願いしやすかった。 

○学校全体でお金の使い方を見直す視点を持ったらどうか。必要なところにお金をかけるという
ことが大事ではないか。 

○高等部を卒業して就労支援 B型に入所するためには、どのような力が必要かなどの情報が分か
りやすくまとめられているとよいのでは。 

○子供が年齢を重ねると、保護者の意識が変化し、進路についてより深く考えるようになってい
く。事業所の立場として、そういう保護者に寄り添い、共に考えていけたらと思う。 

○放課後等デイサービスの立場より、今後も学校と連携をとって進めたい。 

思う やや思う あまり思わない 思わない

 
【お問い合わせ】 
県立東新潟特別支援学校  教務主任 鈴木宏和 
TEL ０２５－２７６－３２６２ 

＜学校より＞保護者の皆様の思いに応えられるよう、必要な情報の提供や必要に応じたケース会議等の
実施を行います。今後も各機関との連携を密に、互いの情報共有等に努めたいと思います。何かご要望
がありましたら、ご相談ください。 

【学校評議員(有識者)からのご指導・ご感想】 
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